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一般社団法人日本人間工学会 平成 25年定時社員総会議事録 

 

1. 開催日 ：平成 25年 6 月 1日（土）12:15～13:15 

2. 開催場所：日本大学生産工学部 （千葉県習志野市泉町 1-2-1） 

3. 出席理事：  

青木和夫理事長、酒井一博副理事長、阿久津正大理事、榎原毅理事、大内啓子理事、大久保堯

夫理事、大須賀美恵子理事、河合隆史理事、北村正晴理事、小谷賢太郎理事、斎藤真理事、三

林洋介理事、土屋和夫理事、徳田哲男理事、芳賀繁理事、福田康明理事、堀江良典理事、三宅

晋司理事、森本一成理事、矢口博之理事、横山真太郎理事、吉武良治理事、和田親宗理事（23

名） 

4. 出席監事：赤松幹之監事 

5. 出席社員：140 名（社員総数 175 名、出席数は委任状も含む） 

6. 議事概要 

社員の過半数の出席により平成 25年定時社員総会が成立し、定款第 25条に基づき青木和夫理

事長が議長となり以下の審議等を行った。なお、議長により赤松幹之社員、吉武良治社員が議

事録署名人に指名され、承認された。 

 

審議事項 

第 1号議案    平成 24年度事業報告(案)の件 

第 2号議案    平成 24年度収支決算(案)の件 

第 3号議案    平成 24年度監査報告の件 

第 4号議案    平成 25年度事業計画(案)の件 

第 5号議案    平成 25年度収支予算(案)の件 

第 6号議案  定款の変更の件 

 

表彰事項 

第 1        功労賞の授与 

第 2        論文賞の授与 

第 3    研究奨励賞の授与 

第 4    人間工学グッドプラクティス賞の授与 

 

大会長挨拶: 堀江良典第 54 回大会長から、今回の大会の概要や特色を含めて歓迎の挨拶があった。 

理事長挨拶：青木理事長から、大会の順調な運営とホスピタリティへの感謝を含め挨拶があった。 

 

議 題    

Ⅰ．審議事項  

第 1 号議案 平成 24 年度事業報告(案)の件 

総会資料に基づき、堀江総務担当理事から平成 24 年度事業活動の報告がなされ、審議の上、
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原案通り承認された。 

 

第 2 号議案  平成 24 年度収支決算 (案)の件 

総会資料に基づき、三林財務担当理事から平成 24年度収支決算報告がなされ、審議の上、原

案通り承認された。 

 

第 3 号議案  平成 24 年度監査報告の件 

平成 24 年度の業務運営及び収支会計の処理整理に関する監査結果について、適切・正確であ

ることを認めるとの報告が赤松監事よりあった。 

 

第 4 号議案 平成 25 年度事業計画(案)の件 

総会資料に基づき、堀江総務担当理事から平成 25年度事業計画(案)の説明がなされ、審議の

上、原案通り承認された。 

  

第 5 号議案  平成 25 年度収支予算(案)の件 

総会資料に基づき、三林財務担当理事から平成 25 年度収支予算(案)について説明がなされ、

審議の上、原案通り承認された。 

 

第 6 号議案 定款の変更の件 

総会資料に基づき、堀江総務担当理事から定款の変更について説明がなされ、審議の上、３

分の２以上の賛成をもって原案通り承認された。 

      

Ⅱ．表彰事項 

阿久津表彰委員長から表彰理由の説明がなされ、青木理事長から各賞が授与された。 

第 1. 功労賞 

岸田孝弥、斉藤 進、八田一利 

第 2. 論文賞 

   齋藤誠二、田中翔子、松本和也  

    「スリッパの着用が歩容に与える影響」（人間工学、第 48 巻 5 号） 

第 3. 研究奨励賞 

高橋明子、島崎 敢、石田敏郎 

「作業条件がコミュニケーションエラーの発生に及ぼす影響」（人間工学、第 48巻 5号） 

茅原崇徳、肥田拓哉、南 博貴、瀬尾明彦 

「筋電図と関節角度に基づく作業負担の総合評価法に関する基礎的検討」 

（人間工学、第 48巻 5号） 

第 4. 人間工学グッドプラクティス賞 

優秀賞（2件）薄型テレビの人間工学設計ガイドライン 

産・学・研協同による高齢者・車椅子利用者向けの在宅用運動機器の開発 
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次期大会長挨拶 

川野常夫摂南大学教授が第 55回大会長として承認された。川野次期大会長から挨拶を兼ねて

第 55回大会は、平成 26年 6月 5 日(木)～6日(金)に神戸コンベンションセンター｢神戸国際

会議場｣（兵庫県神戸市）において開催することが案内された。 

 

以上をもって平成 25 年定時社員総会における報告および議案の審議を 13時 15 分に終了した。こ

の決議を明確にするため、議長、議事録署名人がこれに記名押印する。 

 

平成 25 年 6 月 1 日 

 

  議 長（議事録作成者）  青木 和夫  印   

   

議 事 録 署 名 人  赤松 幹之  印  

    

議 事 録 署 名 人  吉武 良治  印   

 


